
皆野町地域公共交通利便増進実施計画（概要）

【町内公共交通ネットワーク】

①町営バスの路線見直し
買物や通院に対応したルートの新設や町内小学校の統廃合
を見据え、小学校へ乗り入れるルートを新設し、利用目的
に応じたルート設定により、住民が利用しやすい交通サー
ビスを提供。

②デマンド交通の導入
町内全域で予約制デマンド交通を新たに導入し、既存交通
では対応が難しい地域の移動手段を確保。

③その他
・住民のニーズに合わせたダイヤ改正。
・利用者にとってわかりやすく使いやすい運賃制度の見直し。
・交通再編や各公共交通の情報を一体的にわかりやすく整理した住民向
けのバスマップを作成する等、住民利用の促進を進める。

・乗り継ぎに関する分かりやすい情報提供や観光との連携を目的とした
観光バスマップ等の作成。

・買物・通院・通学の利便性向上
町営バスが学校や病院等へ乗り入れることで、日常生活にお
いて交通の利便性が大幅に向上。小学校統合後の通学需要に
も対応し、安全・安心な通学手段が確保される。

・交通空白地の解消
デマンド交通の導入により、町内交通不便地域が解消。高齢
者や今後増大する免許返納者の移動手段を確保するとともに、
路線バスの利用が難しい山間部居住者が生活関連施設の集中
する市街地へ移動する際の経済負担も緩和される。

事業の内容

事業の効果

■ 皆野町では、買物や通院、通学などに対応した路線バス再編と、中山間地域である町の地形的要因や高齢化の進展により既
存の路線バスだけでは住民の移動ニーズに対応することが難しい地域に対する移動手段の確保が課題となっている。

■ 町営バス運行の見直しの他、既存の路線バス機能を補完するデマンド交通を導入し、鉄道・路線バス・デマンド交通・一般
タクシーが連携し、それぞれ役割分担を行う持続可能な地域公共交通ネットワークの構築を図る。

・作成自治体：皆野町 ・事業実施区域：皆野町全域
・計画期間：R8.11～R12.3

直通運行

小学校経由運行

まちなか経由運行
町営バス

• 町の中心部では、時間帯によってルートを設定
し、住民が利用しやすい交通サービスへ見直し

デマンド交通

• 町内全域で予約制デマンド交通を導入し、既存
交通では対応が難しい地域の移動手段を確保

デマンド交通 目的地ポイント一覧 （令和８年８月現在）
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